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北
海
道
防
水
改
修
事
業
セ

ン
タ
ー
は
、
ル
ー
フ
デ
ッ
キ

下
地
断
熱
シ
ー
ト
防
水
改
修

工
法
「
Ｒ
―
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」
に

つ
い
て
、
既
存
シ
ー
ト
防
水

の
劣
化
状
況
を
見
て
各
種
工

法
で
対
応
す
る
よ
う
求
め

る
。
比
較
的
ダ
メ
ー
ジ
の
少

な
い
ケ
ー
ス
に
は
「
Ｒ
Ｄ
―

Ｍ
Ａ
」「
Ｒ
Ｄ
―
Ｍ
Ｖ
」「
Ｒ
Ｄ

―
Ｍ
Ｏ
」
の
３
工
法
を
推
薦

す
る
。

こ
れ
ら
の
工
法
を
生
か
す

た
め
に
田
島
ル
ー
フ
ィ
ン
グ

（
本
社
・
東
京
）
は
ル
ー
フ

デ
ッ
キ
の
ネ
ジ
溝
に
深
く

め
り
込
む
特
殊
形
状
ビ
ス

「
ウ
ル
ト
ラ
ビ
ス
」
を
開
発

し
た
。
こ
の
ビ
ス
の
引
き
抜

き
強
度
は
従
来
製
品
の
１

・
４
倍
で
、
水
平
力
も
２
万

回
の
耐
疲
労
試
験
で
設
計

強
度
の
４
、
５
倍
を
維
持
す

る
。ア

ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
常
温

改
修
工
法
の
Ｒ
Ｄ
―
Ｍ
Ａ

は
、
こ
の
ウ
ル
ト
ラ
ビ
ス
で

補
強
し
な
が
ら
劣
化
に
応
じ

て
１
層
仕
様
と
２
層
仕
様
を

選
択
で
き
る
。
既
存
の
ビ
ス

が
持
つ
固
定
力
を
生
か
し
、

専
用
プ
ラ
イ
マ
ー
と
改
質
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
層
で
一
体

化
さ
せ
防
水
機
能
を
回
復
・

強
化
さ
せ
る
。

塩
ビ
シ
ー
ト
防
水
機
械
的

固
定
改
修
工
法
の
Ｒ
Ｄ
―
Ｍ

Ⅴ
は
、
既
存
防
水
層
と
断
熱

材
、
新
規
防
水
層
を
ウ
ル
ト

ラ
ビ
ス
と
、
ビ
ス
に
か
か
る

水
平
力
を
約

％
削
減
す
る

免
振
デ
ィ
ス
ク
で
固
定
す

る
。
デ
ィ
ス
ク
周
辺
の
シ
ー

ト
耐
久
性
を
２
倍
に
ア
ッ
プ

さ
せ
た
。

ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防
水
複
合

改
修
工
法
の
Ｒ
Ｄ
―
Ｍ
Ｏ

は
、
専
用
プ
ラ
イ
マ
ー
に
よ

り
既
存
シ
ー
ト
と
新
規
の
改

質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ー
ト
を

一
体
化
。
既
存
ビ
ス
の
固
定

力
も
加
わ
り
耐
風
圧
性
を
増

強
さ
せ
る
。
ウ
ル
ト
ラ
ビ
ス

の
使
用
で
次
期
改
修
時
に
デ

ィ
ス
ク
や
ビ
ス
の
補
強
が
不

要
と
な
り
、
コ
ス
ト
低
減
に

貢
献
す
る
。

こ
れ
ら
工
法
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
北
海
道
防
水
改

修
セ
ン
タ
ー
事
務
局
、
電
話

０
１
１
（
２
２
３
）
７
６
１

１
、
ま
た
は
田
島
ル
ー
フ
ィ

ン
グ
札
幌
営
業
所
、
電
話
０

１
１
（
２
２
１
）
４
０
１
４

ま
で
。

ウ
ル
ト
ラ
ビ
ス
で
耐
久
性
向
上

東
西
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
事
業

協
同
組
合
で
は
屋
上
防
水
を

中
心
に
、
Ｃ
Ｏ
�

排
出
量
削

減
に
寄
与
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

工
法
や
部
材
、
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
動
き

が
世
界
中
で
加
速
し
、
日
本

で
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
排

出
量
を

年
度
比

％
削
減

の
目
標
を
表
明
し
て
い
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
も
Ｃ
Ｏ
�

排
出
量
削
減
は
欠
か
せ
な
い

テ
ー
マ
と
し
て
、
多
く
の
企

業
や
官
公
庁
が
積
極
的
な
取

り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

屋
上
防
水
で
多
様
な
環
境

対
応
の
付
加
価
値
を
最
大
化

す
る
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

「
高
耐
久
防
水
」
が
あ
る
。

同
協
組
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す

る
工
法
の
う
ち
、
主
力
と
な

る
プ
ラ
イ
ム
ア
ス
や
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
Ｓ
は
基
本
耐
用
年
数
が
露

出
仕
様
で

―

年
、
保
護

仕
様
で

―

年
を
誇
る
。

ま
た
高
品
質
な
改
質
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
防
水
層
の
薄
層
化
を
実

現
。製
造
、
運
輸
、
施
工
ま
で

を
検
討
し
た
場
合
、
従
来
の

３
―
５
層
を
積
層
し
て
い
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
と
比
較

し
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｃ
Ｏ
�

排

出
量
を

―

％
程
度
削
減

す
る
こ
と
が
可
能
。
イ
ニ
シ

ャ
ル
Ｃ
Ｏ
�

排
出
量
と
供
用

期
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
Ｃ
Ｏ
�

の
排
出
総
量
を
基
本
耐
用
年

数
１
年
当
た
り
の
平
均
値
で

比
較
し
、
約

％
の
削
減
効

果
を
期
待
で
き
る
。

防
水
は
時
代
と
と
も
に
進

化
を
遂
げ
、
断
熱
や
遮
熱
、
緑

化
や
太
陽
光
発
電
と
の
組
み

合
わ
せ
、高
耐
久
化
の
実
現
に

よ
り
、
新
た
な
環
境
負
荷
低
減

へ
の
取
り
組
み
を
提
案
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
協
組
北

海
道
地
区
事
務
局
（
田
島
ル

ー
フ
ィ
ン
グ
札
幌
営
業
所
、

電
話
０
１
１
（
２
２
１
）
４

０
１
４
）
ま
で
。

主力商品の①ＢＡＮＫＳと②プライム
アスの施工の様子

①

②

劣化状況にあわせて提案
既存シートの防水改修工法

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
の
常
温
改
修
工
法

「
Ｒ
Ｄ
―
Ｍ
Ａ
」
の
施
工
イ
メ
ー
ジ

ＣＯ２削減で環境に寄与
プライムアス工法などを展開

防水面からＳＤＧｓ推進
北海道限定仕様書の改訂も

日
本
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

防
水
工
業
協
同
組
合

日
本
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

防
水
工
業
協
同
組
合

日
本
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水

工
業
協
同
組
合
は
北
海
道
限

定
の
仕
様
書
の
改
訂
に
向
け

た
作
業
を
進
め
て
い
る
。
改

訂
版
の
刊
行
は
こ
と
し
秋
口

を
予
定
し
て
い
る
。
総
合
カ

タ
ロ
グ
は
２
０
２
２
年
３
月

に

年
度
以
来

年
ぶ
り
の

大
幅
改
訂
を
済
ま
せ
て
い

る
。総

合
カ
タ
ロ
グ
の
改
訂
で

は
、
業
界
は
じ
め
全
世
界
・

社
会
的
な
流
れ
に
な
っ
て
い

る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
取
り
組

み
を
防
水
面
か
ら
進
め
る
こ

と
を
前
面
に

の
目
標
の
う

ち
、
企
業
活
動
や
工
事
を
通

じ
て
、
４
番
目
の
「
質
の
高

い
教
育
を
み
ん
な
に
」、
９
番

目
の
「
産
業
と
技
術
革
新
の

基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
、

番

目
の
「
気
候
変
動
に
具
体
的

な
対
策
を
」
の
３
項
目
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い

る
。「

質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
」
で
は
、
熟
練
の
組
合

員
が
作
業
に
取
り
組
む
こ
と

で
安
全
な
施
工
を
約
束
し
て

い
る
。
「
産
業
と
技
術
革
新

の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
で
は
、

耐
久
性
が
高
い
防
水
工
法
を

提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
建

築
物
の
長
寿
命
化
に
貢
献
。

「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対

策
を
」
で
は
、
廃
棄
物
や
施

工
時
に
発
生
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
を
削
減
す
る
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
進
め
る
。

ま
た
新
た
な
工
法
と
し
て

ア
ス
フ
ァ
イ
ン
と
ク
ー
ル
タ

ッ
ク
の
２
つ
を
追
加
し
た
。

ア
ス
フ
ァ
イ
ン
工
法
は
１

層
目
に
部
分
粘
着
層
付
改
質

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ
ィ
ン

グ
（
ク
ー
ル
シ
ー
ト
Ｓ
）
を

張
り
付
け
、
２
層
目
に
表
面

を
特
殊
フ
ィ
ル
ム
加
工
し
た

粘
着
層
付
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
（
ア
ス
フ

ァ
イ
ン
Ｎ
）
を
張
り
付
け
る

工
法
。
見
た
目
で
従
来
の
砂

付
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
仕
上
げ
と

異
な
り
、
表
面
の
凹
凸
が
な

く
、
意
匠
性
が
向
上
し
て
い

る
。
ま
た
ド
レ
ン
周
り
の
一

部
を
除
き
、
火
気
を
使
わ
ず
、

粘
着
で
張
り
付
け
る
た
め
、

作
業
上
の
安
全
性
確
保
と
環

境
に
も
配
慮
し
た
工
法
に
な

っ
て
い
る
。

耐
用
年
数
は
施
工
場
所
に

応
じ
、

―

年
を
想
定
し

て
い
る
。

ク
ー
ル
タ
ッ
ク
工
法
は
１

層
目
は
ア
ス
フ
ァ
イ
ン
工
法

同
様
の
ク
ー
ル
シ
ー
ト
Ｓ
を

使
用
。
２
層
目
に
粘
着
層
付

改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ

ィ
ン
グ
（
ク
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
）

を
張
り
付
け
る
露
出
専
用
工

法
。
ア
ス
フ
ァ
イ
ン
工
法
同

様
の
作
業
上
の
安
全
・
環
境

性
を
実
現
し
、
耐
用
年
数
は

―

年
を
想
定
し
て
い

る
。同

協
組
も
建
設
業
界
全
体

が
抱
え
る
課
題
と
同
様
、
技

能
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
の

不
足
、
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
な
ど
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
と
し
に
入
っ
て
も
引
き

続
き
、
不
安
定
な
国
際
情
勢

下
で
の
円
安
進
展
と
資
源
高

騰
を
き
っ
か
け
と
し
た
資
材

価
格
の
上
昇
の
影
響
を
徐
々

に
受
け
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
も
例
年
６
月

ご
ろ
に
開
催
し
て
き
た
研
修

会
は
実
際
の
製
品
を
用
い
、

施
工
の
実
習
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
し
て
通
常
通
り
開

催
。
今
後
も
不
測
の
事
態
発

生
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
く
方
針
だ
。

コ
ロ
ナ
下
で
の
経
験
を
も

踏
ま
え
、
今
後
も
研
修
の
強

化
や
新
工
法
の
開
発
・
普
及

活
動
を
展
開
し
て
い
く
方
針

だ
。

環
境
に
配
慮
し
た

工
法
を
追
加


